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一　

本
稿
の
目
的

　
　
私
と
い
う
人
間
を
つ
く
る
上
に
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
力
を

も
っ
た
も
の
は
、
や
は
り
茨
木
中
学
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
影

響
を
う
け
や
す
い
年
齢
で
も
あ
っ
た
が
、
い
い
先
生
が
そ
ろ
っ
て

い
た
か
ら
だ
１
。

大
宅
壮
一
（
一
九
〇
〇
︲
一
九
七
〇
）
の
母
校
・
大
阪
府
立
茨
木

高
等
学
校
（
旧
制
・
茨
木
中
学
校
）
の
同
窓
会
組
織
・
久き
ゅ
う
敬け
い
会
は
、

一
九
五
五
年
の
創
立
六
〇
周
年
の
お
り
、
大
宅
と
三
学
年
上
の
卒
業

生
で
あ
る
川
端
康
成
（
一
九
八
九
︲
一
九
七
二
）
の
ふ
た
り
に
講
演

を
依
頼
し
た
。
こ
の
と
き
に
は
両
者
と
も
講
演
は
か
な
わ
な
か
っ
た

（
創
立
七
〇
周
年
の
と

き
に
は
、
一
九
六
五
年

一
〇
月
三
日
に
ふ
た
り

の
講
演
が
実
現
し
て
い

る
。
図
１
は
大
宅
の
講

演
の
も
の
で
あ
る
。
口

絵
の
写
真
は
そ
の
お
り

に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
）。
川
端
か
ら
は

手
紙
が
、
大
宅
か
ら
は

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
た
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー

中
学
生
時
代
の
大
宅
壮
一

阪

本

博

志

　
　 
時
事
新
報
社
発
行
の
雑
誌
『
少
年
』
へ
の
投
稿
活
動
と
学
業
成
績 

　
　

（図 1）茨木高校創立七〇周年を記念して開かれ
た講演会での大宅壮一（茨木高校久敬会所蔵）
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ジ
が
、
冒
頭
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
大
宅
は
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
取
り
組
み
な
が
ら
も
頓
挫

し
た
未
完
の
作
品
﹃
炎
は
流
れ
る
︱
︱
明
治
と
昭
和
の
谷
間
﹄（﹃
サ

ン
ケ
イ
新
聞
﹄
一
九
六
三
年
一
月
一
日
～
一
九
六
四
年
一
〇
月
三
日

連
載
）
の
単
行
本
第
一
巻
（
文
芸
春
秋
新
社
、
一
九
六
四
年
）
の
﹁
ま

え
が
き
﹂
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　
わ
た
く
し
の
主
た
る
ね
ら
い
は
、
わ
た
く
し
に
と
っ
て
も
っ
と

も
身
近
な
“
過
去
”、
わ
た
く
し
の
人
間
形
成
が
な
さ
れ
た
時
代
、

す
な
わ
ち
“
大
正
時
代
”
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
、“
偉
大
な
る
明

治
”
と
、“
現
代
”
と
い
う
こ
と
で
今
も
つ
づ
い
て
い
る
昭
和
と
の

谷
間
に
あ
っ
て
、
も
っ
と
も
混
乱
し
た
時
代
、
見
る
人
に
よ
っ
て

は
軽
蔑
さ
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
た
く
し
に
と
っ

て
は
、
い
ち
ば
ん
懐
か
し
い
時
代
で
あ
る
。

　
　“
大
正
人
”
と
い
っ
て
も
、
大
正
期
に
育
っ
た
人
と
、
大
正
期
に

生
れ
た
人
と
は
、
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
明
治
に
生
れ
、
大

正
に
育
っ
て
世
に
出
た
人
々
で
、
戦
争
の
嵐
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
生

き
の
こ
っ
て
い
る
も
の
は
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
還
暦
を
す
ぎ
て
、

肉
体
的
も
し
く
は
精
神
的
に
、
社
会
か
ら
引
退
し
、
退
場
す
る
時

期
が
近
づ
い
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　
　
そ
う
い
う
存
在
の
一
人
と
し
て
、
大
正
期
の
こ
と
を
書
き
の
こ

す
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
わ
た
く
し
は
考
え
た
。
還
暦
を

す
ぎ
た
ら
こ
の
仕
事
に
と
り
か
か
ろ
う
と
思
っ
て
、
ぼ
つ
ぼ
つ
と

資
料
を
あ
つ
め
出
し
て
か
ら
、
か
れ
こ
れ
二
十
年
に
な
る
２
。

大
宅
は
大
正
時
代
（
一
九
一
二
年
～
一
九
二
六
年
）
を
﹁
わ
た
く

し
の
人
間
形
成
が
な
さ
れ
た
時
代
﹂
と
し
、
そ
れ
を
記
録
す
る
責
任

感
を
表
明
し
て
い
る
。
大
宅
が
茨
木
中
学
校
に
入
学
し
、
米
騒
動
を

扇
動
す
る
演
説
を
し
た
か
ど
で
退
学
と
な
る
、
在
学
期
間
（
一
九
一

五
﹇
大
正
四
﹈
年
四
月
～
一
九
一
八
﹇
大
正
七
﹈
年
一
一
月
）
は
、

こ
の
前
半
に
重
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
宅
が
茨
木
中
学
校
（
時
代
）

を
﹁
私
と
い
う
人
間
を
つ
く
る
上
に
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
力
を

も
っ
た
﹂
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九

六
〇
年
代
に
か
け
て
﹁
マ
ス
コ
ミ
の
王
様
﹂
と
ま
で
言
わ
れ
た
大
宅

を
把
握
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

こ
の
中
学
生
時
代
の
大
宅
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
は
、﹃
茨

木
中
学
校
生
徒
日
誌
﹄（﹃
青
春
日
記
﹄
上
下
と
し
て
一
九
七
九
年
に

中
公
文
庫
に
収
録
。
以
下
﹃
日
記
﹄）
と
﹃
大
宅
壮
一
選
集
一
二
﹄（
筑

摩
書
房
、
一
九
六
〇
年
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る
自
伝
的
文
章
で
あ
る
。

全
校
生
徒
が
書
き
週
に
一
回
は
担
任
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
３
前
者
は
、
大
宅
自
身
が
同
時
代
に
つ
け
た
記
録
で
あ
る
。

大
宅
の
代
表
的
な
評
伝
で
あ
る
大
隈
秀
夫
﹃
裸
の
大
宅
壮
一
︱
︱
マ
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ス
コ
ミ
帝
王
﹄（
三
省
堂
、
一
九
九
六
年
）
や
猪
瀬
直
樹
﹃
マ
ガ
ジ
ン

青
春
譜
︱
︱
川
端
康
成
と
大
宅
壮
一
﹄（
文
春
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
）

は
、
こ
れ
ら
に
依
拠
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
﹃
日
記
﹄
に
関
す
る
主

要
な
論
考
と
し
て
は
、
小
田
切
進
﹁
続
・
近
代
日
本
の
日
記
︱
一
八

︱
飯
中
の
礫
︱
︱
大
宅
壮
一
﹃
青
春
日
記
﹄﹂（﹃
群
像
﹄
一
九
八
七
年

三
月
号
）
や
有
馬
学
﹁
大
宅
壮
一
日
記
﹂（
山
口
輝
臣
編
﹃
日
記
に
読

む
近
代
日
本
　
三
　
大
正
﹄
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
中
学
生
時
代
の
大
宅
の
手
に
な
る
著
作
と
し
て
は
、

﹃
大
宅
壮
一
全
集
﹄
第
三
〇
巻
の
巻
末
付
近
に
再
録
さ
れ
て
い
る
﹁
作

文
﹂﹁
投
稿
よ
り
﹂
が
あ
る
。

中
学
生
時
代
の
大
宅
に
少
年
雑
誌
へ
の
投
稿
に
熱
中
し
た
時
期
が

あ
る
こ
と
は
、﹃
日
記
﹄
の
随
所
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
上

記
の
先
行
す
る
著
作
も
、
必
ず
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ

れ
ら
で
は
﹃
日
記
﹄
に
記
録
さ
れ
た
特
定
の
投
稿
作
品
を
紹
介
す
る

こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
投
稿
活
動
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た

り
、
あ
る
い
は
投
稿
作
品
群
と
﹃
日
記
﹄
の
記
述
を
往
復
し
た
読
み

を
﹃
日
記
﹄
に
対
し
て
お
こ
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

こ
の
大
宅
の
投
稿
活
動
の
開
始
を
、﹃
大
宅
壮
一
全
集
﹄
別
巻
の

﹁
大
宅
壮
一
年
譜
﹂
や
大
隈
の
上
記
著
書
巻
末
の
年
譜
は
、
一
九
一
二

年
と
し
て
い
る
４
。
こ
れ
は
、
大
宅
自
身
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
こ
と
に
よ
ろ
う
。﹁
小
学
校
の
尋
常
科
か
ら
高
等
科
に
進
む
こ
ろ

私
は
、
少
年
雑
誌
に
投
書
す
る
こ
と
を
覚
え
た
。
当
時
時
事
新
報
社

か
ら
出
て
い
た
﹃
少
年
﹄
と
い
う
雑
誌
に
、
初
め
て
作
文
を
投
稿
し

て
見
事
な
メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
た
の
が
病
み
つ
き
で
、
実
業
之
日
本
社

の
﹃
日
本
少
年
﹄、
講
談
社
の
﹃
少
年
倶
楽
部
﹄
な
ど
に
、
作
文
、
和

歌
、
俳
句
、
そ
の
他
何
で
も
投
稿
し
た
﹂５
。

こ
こ
で
大
宅
が
時
事
新
報
社
発
行
の
﹃
少
年
﹄
で
メ
ダ
ル
を
も

ら
っ
た
こ
と
を
印
象
深
く
記
述
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

﹃
日
記
﹄
は
、
一
九
一
五
年
七
月
二
六
日
ま
で
の
も
の
を
二
七
日
に
盗

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
七
月
二
七
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
八
月

二
日
の
﹃
日
記
﹄
に
は
、﹁
雑
誌
へ
出
す
作
文
や
歌
を
書
い
た
。
勉
強

の
害
に
な
る
か
ら
止
め
よ
う
と
思
う
が
僕
に
は
ど
う
し
て
も
思
い
切

れ
な
い
。
文
芸
を
や
っ
て
い
る
と
ど
ん
な
に
父
母
に
す
す
め
ら
れ
て

も
果
て
は
叱
ら
れ
る
迄
床
へ
入
ら
な
い
﹂６
と
あ
る
。
こ
の
時
点
で
す

で
に
大
宅
は
少
年
雑
誌
へ
の
投
稿
に
熱
中
し
て
お
り
、﹃
少
年
﹄
以
外

の
誌
名
も
、﹃
日
記
﹄
の
あ
ち
こ
ち
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
大
宅
が
投
稿
を
や
め
た
時
期
も
、﹃
日
記
﹄
か
ら
特
定
で
き

る
。
一
九
一
七
年
一
月
一
七
日
の
﹃
日
記
﹄
の
な
か
で
﹃
少
年
﹄
二

月
号
を
手
に
し
た
く
だ
り
に
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

　
　
そ
の
三
分
の
二
は
投
書
家
の
作
に
て
埋
め
ら
る
る
と
い
う
増
刊

の
懸
賞
文
募
集
こ
れ
あ
り
、
毎
号
読
者
通
信
に
て
も
て
は
や
さ
る
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る
我
は
、
勉
強
に
害
あ
り
と
知
り
つ
つ
も
う
一
回
一
回
と
続
け
居

り
し
が
愈
々
此
の
度
は
十
分
の
傑
作
を
得
、
最
後
の
奮
闘
を
鮮
か

に
し
て
少
年
文
壇
を
退
く
覚
悟
に
候
７
。

実
際
﹃
少
年
﹄
一
九
一
七
年
二
月
号
（
第
一
六
一
号
）
に
は
、
折

り
込
み
の
か
た
ち
で
﹁
三
月
五
日
発
行
﹃
少
年
﹄
臨
時
増
刊
　
初
陣
　

予
告
﹂
の
告
知
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
誌
初
の
臨
時
増
刊

号
で
あ
っ
た
。
募
集
は
、﹁
甲
の
部
﹂﹁
乙
の
部
﹂﹁
丙
の
部
﹂
に
分
か

れ
て
い
る
。﹁
甲
の
部
﹂
の
課
題
は
、﹁
初
陣
﹂（
字
数
八
百
字
以
内
）、

﹁
海
外
の
友
に
与
う
る
書
﹂（
同
千
二
百
字
以
内
）、﹁
幼
い
時
分
に
聞

い
た
お
伽
噺
﹂（
同
千
字
以
内
）、﹁
お
国
自
慢
﹂（
同
千
二
百
字
以

内
）、
で
あ
る
。

大
宅
は
こ
れ
ら
の
う
ち
﹁
初
陣
﹂﹁
海
外
の
友
に
与
う
る
書
﹂
の
ふ

た
つ
の
題
で
作
文
を
書
き
、担
任
の
多
門
力
蔵
に
添
削
を
し
て
も
ら
っ

た
う
え
で
清
書
し
た
原
稿
を
、
一
月
三
〇
日
に
発
送
し
て
い
る
８
。

こ
の
両
者
と
も
掲
載
に
至
っ
て
い
る
。
大
宅
は
三
月
三
日
に
﹁
初

陣
﹂９
（
図
２
）
を
手
に
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
選
評
が
筆
記
さ
れ

た
あ
と
、
こ
の
日
の
﹃
日
記
﹄
は
次
の
よ
う
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　
　
あ
あ
懐
し
き
少
年
雑
誌
の
投
書
も
こ
れ
に
て
終
り
し
な
り
。
何

と
な
く
慕
わ
し
く
惜
し
き
心
地
す
。
こ
れ
を
始
め
て
よ
り
二
年

間
、
此
の
間
の
刻
苦
と
愉
快
は
生
涯
我
が
記
憶
よ
り
去
ら
ざ
る
べ

し
    10
。

以
上
、
大
宅
が
最
後
の
投
稿
先
と
し
て
﹃
少
年
﹄
を
選
ん
だ
こ
と

や
、
の
ち
に
も
﹃
少
年
﹄
へ
の
投
稿
を
印
象
深
く
記
憶
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
大
宅
の
こ
の
雑
誌
へ
の
投
稿
に
は
と
く
に
思
い
い
れ
が

あ
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
﹁
投
稿
よ
り
﹂

に
は
、
一
九
一
六
年
九
月
号
（
第
一
五
六
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
古

き
家
﹂
と
い
う
作
品
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
最
も

重
要
と
判
断
さ
れ
る
﹃
少
年
﹄
に
お
け
る
大
宅
の
投
稿
活
動
を
、﹃
日

（図 2）『少年』一九一七年三月五日
増刊「初陣」（大阪府立中央図書館
国際児童文学館所蔵）
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記
﹄
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目

的
で
あ
る
。
そ
の
上
で
彼
の
学
業
成
績
と
の
関
連
性
も
検
証
す
る
。

﹃
少
年
﹄
の
誌
面
調
査
の
方
法
と
し
て
は
、
一
九
一
二
年
一
月
号

（
第
一
〇
〇
号
）
か
ら
一
九
一
七
年
六
月
号
（
第
一
六
六
号
）
ま
で
の

読
者
投
稿
欄
の
悉
皆
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
上
記
臨
時
増
刊
号
（
第

一
六
三
号
）
よ
り
後
の
号
に
つ
い
て
は
、
臨
時
増
刊
号
で
大
宅
の
投

稿
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
投
稿
欄
の
構

成
は
、
前
半
に
作
文
等
の
文
芸
作
品
が
、
後
半
に
一
般
の
投
書
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
調
査
を
始
め
た
号
で
あ
る
一
九
一
二
年

一
月
号
は
、
作
文
・
和
歌
・
俳
句
と
い
っ
た
文
芸
作
品
の
投
稿
欄
が

二
八
頁
、
一
般
の
投
書
欄
が
六
頁
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
一
九
一
七

年
六
月
号
は
文
芸
作
品
が
一
〇
頁
、
一
般
投
書
が
一
二
頁
で
構
成
さ

れ
て
い
た
。
作
文
等
は
、
お
題
が
二
号
前
の
誌
面
に
告
知
さ
れ
そ
れ

に
沿
っ
て
応
募
す
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

二　

大
宅
壮
一
の
『
少
年
』
へ
の
投
稿
活
動

本
節
で
は
、
大
宅
の
投
書
を
そ
の
掲
載
頻
度
か
ら
三
つ
に
時
期
区

分
し
て
紹
介
し
た
い
。

二-

一　

一
九
一
四
年 

︱
一
九
一
五
年

こ
の
時
期
は
﹃
少
年
﹄
へ
の
大
宅
の
投
稿
の
掲
載
が
始
ま
っ
た
時

期
で
あ
る
。

大
宅
の
名
を
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
、
一
九
一
四
年
一
二
月
号

（
第
一
三
五
号
）
の
﹁
懸
賞
作
文
普
通
課
題
第
一
三
三
回
　
私
の
知
っ

て
居
る
軍
人
﹂
に
お
い
て
、﹁
優
等
三
十
篇
﹂
と
し
て
一
六
名
の
作
文

が
掲
載
さ
れ
た
あ
と
に
、﹁
此
他
掲
載
漏
れ
優
等
者
左
の
如
し
﹂
と
し

て
一
五
名
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
冒
頭
で
あ
る

    11
。
一

〇
月
号
で
の
こ
の
お
題
の
告
知
に
は
、﹁
当
選
二
名
　
銀
時
計
と
銀

製
少
年
賞
牌
﹂﹁
優
等
三
十
名
　
銀
製
少
年
賞
牌
﹂
と
あ
る

    12
こ
と
か

ら
、
大
宅
が
﹃
少
年
﹄
に
﹁
初
め
て
作
文
を
投
稿
し
て
見
事
な
メ
ダ

ル
を
も
ら
っ
た
﹂
の
は
こ
の
号
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
一
五
年
八
月
号
（
第
一
四
三
号
）
に
は
、﹁
懸
賞
和
歌
　
浜
﹂

に
﹁
秀
逸
﹂
と
し
て
大
宅
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。﹁
秀
逸
﹂
と

は
、﹁
入
賞
五
人
（
少
年
名
誉
賞
牌
受
賞
）﹂
の
次
に
あ
た
る
。

つ
く
〴
〵
と
雲
の
行
方
を
眺
め
け
り
浜
草
の
花
白
き
夕
ぐ
れ

    13

一
二
月
号
（
第
一
四
七
号
）
の
﹁
読
者
通
信
﹂
に
は
、
次
の
よ
う

な
大
宅
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
大

宅
は
一
般
の
投
書
も
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
今
日
一
人
の
立
派
な
紳
士
が
道
々
稲
穂
を
ち
ぎ
っ
て
獅
噛
ん
だ



49

り
、
揉
潰
し
た
り
し
て
行
く
の
を
見
た
あ
ゝ
こ
れ
が
一
等
国
の
紳

士
か
。
一
粒
の
米
も
農
夫
が
辛
苦
の
結
晶
だ
。
そ
れ
を
己
の
慰
め

に
す
る
の
は
道
徳
上
重
い
罪
悪
で
あ
る
。
今
や
旅
行
の
季
節
が
来

た
。
諸
君
は
真
似
に
も
か
ゝ
る
事
を
せ
ら
れ
な
い
よ
う
に
僕
は
只

管
希
望
す
る

    14
。

二-

二　

一
九
一
六
年

こ
の
一
九
一
六
年
に
は
大
宅
の
多
く
の
作
品
が
掲
載
に
い
た
っ
て

い
る
。

一
月
号
（
第
一
四
八
号
）
で
は
、﹁
懸
賞
作
文
普
通
課
題
第
一
四
六

回
発
表
　
龍
﹂
の
﹁
選
外
佳
作
者
﹂
一
五
名
の
な
か
に
大
宅
の
名
が

あ
る
。

同
号
の
﹁
懸
賞
和
歌
　
眉
﹂
で
は
、﹁
秀
逸
﹂
の
最
初
に
大
宅
の
作

品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。﹁
秀
逸
﹂
は
、
先
と
同
様
﹁
入
賞
（
少
年
賞

牌
受
賞
）﹂
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。

　
木
鋏
み
を
後
に
さ
し
て
飛
行
機
を
仰
げ
る
祖
父
の
眉
動
き
け
り

﹁
懸
賞
俳
句
　
小
松
﹂
で
も
﹁
秀
逸
﹂
と
し
て
次
の
俳
句
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

初
雪
や
い
れ
忘
れ
た
る
小
松
に
も

同
じ
号
の
﹁
読
者
通
信
﹂
で
は
大
宅
の
﹁
記
者
先
生
我
大
阪
で
﹃
少

年
﹄
の
愛
読
者
大
会
を
開
い
て
く
だ
さ
い
﹂
と
い
う
投
書
が
掲
載
さ

れ
て
い
る

    15
。

二
月
号
（
第
一
四
九
号
）
で
は
、﹁
懸
賞
作
文
普
通
課
題
第
一
四
七

回
発
表
　
賑
い
﹂
に
お
い
て
﹁
優
等
（
少
年
賞
牌
受
賞
）﹂
の
と
こ
ろ

に
大
宅
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。﹁
優
等
﹂
は
、﹁
一
等
（
少
年

賞
牌
並
に
銀
側
懐
中
時
計
）﹂
の
次
に
位
置
す
る
。

　
欧
州
は
砲
声
喊
声
に
騒
ぎ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
支
那
は
袁
皇
帝
問
題
に
動
揺
め
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い
る
今
日

0

0

0

0

、
我
国
は
叡
聖
な
る
　
天
皇
陛
下
が
天
津
日
嗣
の
宝
祚

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
践
ま
れ

0

0

0

0

、
全
国
旗
と
提
灯
で
埋
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
日
々

0

0

、
万
歳
の
声

0

0

0

0

、
鼓0

の
音

0

0

、
鐘
の
響
で
天
地
を
揺
が
す
ば
か
り
の
大
賑
い
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
あ

あ
偉
大
な
る
此
賑
い
！
実
に
此
賑
い
は
お
儀
式
的
で
は
な
い
、
交

際
的
で
は
な
い
、
勿
論
銭
儲
主
義
や
憂
悶
を
逃
れ
る
為
で
は
な

い
、
実
に
心
底
か
ら
湧
き
上
る
喜
び
の
発
散
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
、
あ
あ
貴
い
此
賑
い
！
他
国
が
望
む
べ
か
ら
ざ
る
は
此
賑
い
で

あ
る
。
併
し
我
等
は
唯
歓
楽
に
酔
う
て
い
て
は
な
ら
な
い
。
此
賑

い
に
よ
っ
て
一
入
光
を
増
し
た
我
国
体
を
益
々
磨
い
て
行
く
と
共

に
、
商
工
業
を
発
達
せ
し
め
て
、
冬
野
よ
り
も
淋
し
い
我
国
の
懐
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中
を
此
様
に
賑
や
か
に
し
以
て
此
賑
い
の
花
に
玉
の
実
を
結
ば
し

め
ね
ば
な
ら
ぬ
。（
自
作
証
明
者
父
大
宅
八
雄
）

評
　
賑
い
の
花
に
玉
の
実
を
結
ば
せ
る
は
第
二
の
国
民
た
る

少
年
青
年
諸
君
の
務
め
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ぬ

    16 

三
月
号
（
第
一
五
〇
号
）
で
は
、﹁
懸
賞
俳
句
　
竹
﹂
に
お
い
て

﹁
佳
作
﹂
に
大
宅
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。﹁
佳
作
﹂
の
位
置
づ

け
も
、﹁
入
賞
（
少
年
賞
牌
受
賞
）﹂
の
次
に
あ
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
雪
や
竹
馬
で
行
く
豆
腐
買

    17

四
月
号
（
第
一
五
一
号
）
で
は
、﹁
懸
賞
俳
句
　
柳
﹂
に
お
い
て

﹁
秀
逸
﹂
に
大
宅
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

白
布
を
か
け
し
柳
や
春
の
風

    18

六
月
号
（
第
一
五
三
号
）
で
は
﹁
懸
賞
作
文
普
通
課
題
第
一
五
一

回
発
表
　
校
庭
﹂
に
お
い
て
﹁
優
等
十
篇
（
少
年
賞
牌
受
賞
）﹂
に
大

宅
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
校
庭
！
と
い
う
と
親
の
よ
う
に
懐
し
い
。

　
巍
然
た
る
東
宮
臨
啓
碑
、
翠
緑
滴
る
養
気
園
、
清
水
溢
る
ゝ
水
泳

池
、
広
大
な
る
運
動
場
、
此
等
は
皆
、
我
等
生
徒
の
作
業
に
よ
っ

て
成
っ
た
の
だ
、
流
汗
の
結
晶
な
の
だ
。
さ
れ
ば
同
じ
く
碑
を
拝

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
に
も

0

0

0

、
ベ
ン
チ
に
腰
を
お
ろ
す
に
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
水
に
入
る
に
も

0

0

0

0

0

0

、
体
操

0

0

す
る
に
も

0

0

0

0

、
そ
の
受
く
る
刺
激
に
於
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
他
と
多
大
の
差
が
生
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

。
こ
れ
我
校
の
生
徒
が
、
よ
く
厳
し
い
軍
隊
教
育
に

耐
え
、
模
範
校
と
称
せ
ら
れ
る
ゝ
に
至
っ
た
大
原
因
だ
。
実
に
此

0

0

0

の
校
庭
こ
そ

0

0

0

0

0

、
我
等
五
百
の
生
徒
を
慰
む
る
慈
母
で
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
剛
毅

0

0

の
精
神
を
伝
え

0

0

0

0

0

0

、
堕
落
を
戒
む
る
厳
父
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
0

　
工
夫
養
成
所

0

0

0

0

0

0

！
そ
れ
は
府
下
の
学
生
間
に
於
け
る
我
校
の
綽
名

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

だ0

。
併
し
そ
の
裏
面
に
は

0

0

0

0

0

0

0

0

、
か
ゝ
る
偉
大
な
る
功
績
あ
る
こ
と
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

諸
君
は
記
憶
し
て
戴
き
た
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
自
作
証
明
者
父
大
宅
八
雄
）

評
　
軍
隊
的
厳
粛
な
意
気
が
、
文
の
上
に
も
現
わ
れ
て
、
読

む
者
に
膝
を
正
さ
せ
ま
す
。
一
言
の
無
駄
も
な
い
、
し

か
も
ギ
ス
〳
〵
し
な
い
処
が
感
服
で
す

    19
。

﹁
水
泳
池
﹂（
プ
ー
ル
）
が
﹁
我
等
生
徒
の
作
業
に
よ
っ
て
成
っ
た
﹂

と
い
う
の
は
、
一
九
一
五
年
九
月
六
日
に
全
校
生
徒
の
勤
労
奉
仕
に

よ
る
工
事
が
始
ま
り
一
九
一
六
年
二
月
一
一
日
に
完
成
し
た
御
大
典

記
念
水
泳
場
の
こ
と
で
あ
る
。
体
操
の
教
師
を
し
て
い
た
杉
本
伝
つ
た
う
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は
﹁
当
時
一
年
生
の
大
宅
壮
一
君
（
評
論
家
）
は
、
体
が
大
き
く
力

持
ち
だ
っ
た
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
水
車
を
踏
ん
で
ま
し
た
。
四
年
生

だ
っ
た
川
端
康
成
君
（
作
家
）
も
、
弱
い
体
を
お
し
て
、
一
時
限
十

三
往
復
の
土
運
び
を
や
っ
て
ま
し
た
よ
﹂
と
回
想
し
て
い
る
（
図
３
。

口
絵
の
四
枚
目
の
写
真
も
参
照
）    20
。

七
月
号
（
第
一
五
四
号
）
で
は
﹁
懸
賞
和
歌
　
牡
丹
﹂
に
お
い
て

﹁
秀
逸
﹂
に
大
宅
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
き
ざ
は
し
を
な
か
ば
の
ぼ
り
て
振
り
か
え
る
振
袖
の
子
よ
長
谷
の

牡
丹
よ

同
号
の
﹁
少
年
笑
句
　
嘘
ら
し
い
﹂
に
お
い
て
﹁
佳
作
﹂
に
大
宅

の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。﹁
佳
作
﹂
の
位
置
づ
け
は
﹁
一
等
（
受

賞
）﹂﹁
秀
逸
三
十
名
（
受
賞
）﹂
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
号

に
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、﹃
日
記
﹄
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

凸
坊
の
ハ
イ
出
来
ま
し
た
は
嘘
ら
し
い

    21

八
月
号
（
第
一
五
五
号
）
で
は
﹁
懸
賞
作
文
普
通
課
題
第
一
五
三

回
発
表
　
戦
話
﹂
に
お
い
て
﹁
優
等
十
篇
（
少
年
賞
牌
受
賞
）﹂
に
大

宅
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大
宅
は
七
月
一
五
日
に
掲
載
誌
を

（図 3）水車を踏む中学一年生当時の大宅壮一
（右側の水車、茨木高校久敬会所蔵）
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手
に
し
、﹁﹃
少
年
﹄
の
賞
牌
は
こ
れ
に
て
四
個
に
候
。
も
う
一
個
を

得
れ
ば
名
誉
大
賞
牌
と
引
換
え
ら
る
べ
し
と
思
え
ば
嬉
し
く
候
﹂    22 

と
綴
っ
て
い
る
。

　
戦
話
！
と
い
う
語
が
聴
覚
に
触
れ
る
と
五
体
を
め
ぐ
る
若
い
血
潮

が
一
時
に
沸
き
か
え
る
、
雙
腕
の
高
鳴
を
禁
じ
得
な
い
、
僕
は
戦

話
が
何
よ
り
も
好
き
だ
。
智
謀
縦
横
敵
を
地
に
塗
み
れ
し
む
る
名

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

将
の
戦
略
に
快
哉
を
叫
び

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
味
方
の
運
命
非
な
る
を
知
り
て
敵
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

裏
切
る
卑
怯
の
輩
に
嘲
罵
を
浴
び
せ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
主
君
に
代
り
て
悲
壮
の
最

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

後
を
遂
ぐ
る
忠
臣
の
行
為
に
感
涙
を
催
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
君
に
刃
向
う
逆
臣
の

0

0

0

0

0

0

0

0

振
舞
に
覚
え
ず
拳
を
固
む
る
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
こ
れ
人
情
の
自
然
で
あ
る
。
而

し
て
此
等
幾
多
の
戦
士
の
中
に
は
、
一
敗
忽
ち
意
気
沮
喪
し
て
再

び
起
つ
能
わ
ざ
る
者
あ
れ
ば
、
七
転
八
起
遂
に
最
後
の
勝
利
を
得

る
者
が
あ
る
。

　
思
え
ば
戦
話
は
、
正
義
を
教
え
、
武
士
道
を
伝
え
、
加
え
て
不
撓

不
屈
万
難
を
排
し
て
勇
壮
邁
進
す
る
男
性
的
の
気
性
を
養
成
す
る

も
の
で
あ
る
。（
自
作
証
明
者
父
大
宅
八
雄
）

評
　
戦
話
を
聴
く
時
の
人
の
感
情
が
よ
く
写
せ
ま
し
た

    23
。

九
月
号
（
第
一
五
六
号
）
で
は
﹁
懸
賞
作
文
普
通
課
題
第
一
五
四

回
　
古
き
家
﹂
に
お
い
て
﹁
優
等
十
篇
（
少
年
賞
牌
受
賞
）﹂
の
三
人

目
に
大
宅
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大
宅
は
掲
載
後
﹃
日
記
﹄

に
全
文
を
写
し
て
い
る

    24
。
こ
の
賞
牌
は
八
月
一
九
日
に
届
き
、
こ

れ
で
五
つ
に
な
っ
た
賞
牌
を
名
誉
大
賞
牌
と
交
換
し
て
も
ら
う
た
め

に
大
宅
は
こ
れ
ら
を
時
事
新
報
社
に
発
送
し
て
い
る

    25
。

　
好
田
さ
ん
へ
使
に
行
け
と
命
ぜ
ら
れ
て
家
を
出
た
五
月
雨
が
シ
ト

〳
〵
降
っ
て
家
々
は
静
か
に
眠
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の

中
で
唯
一
の
瓦
屋
根
︱
︱
重
い
戸
を
開
け
て
﹃
御
免
！
﹄
と
い
う

と
声
は
陰
鬱
な
空
気
を
伝
っ
て
奥
へ
流
れ
込
ん
で
行
く
︙
︙
返
事

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
な
い

0

0

0

。
綺
麗
に
磨
か
れ
て
黒
々
と
光
っ
て
い
る
格
子
戸
か
ら
中

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
覗
う
と

0

0

0

0

、
煤
け
た
襖
の
上
に
槍
や
鳶
口
が
袋
に
入
れ
て
掛
け
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

あ
る

0

0

。
敷
居
や
柱
等
は
大
変
な
虫
孔
で
碎
け
は
す
ま
い
か
と
危
ま

れ
る
︱
︱
此
の
家
︱
︱
こ
ん
な
古
び
た
家
、
こ
れ
が
徳
川
三
百
年

の
発
祥
の
蹟
だ
と
誰
が
思
お
う
、
即
ち
大
阪
冬
の
陣
の
際
、
真
田

郎
党
は
追
わ
れ
た
家
康
が
此
の
家
に
か
く
ま
わ
れ
て
危
く
難
を
逃

れ
た
の
で
あ
る
と
云
う
。﹃
何
か
用
事
か
の
う

9

9

9

9

9

9

9

﹄
奥
か
ら
老
人
の
声

9

9

9

9

9

9

9

が
緩
や
か
に
も
れ
た

9

9

9

9

9

9

9

9

。（
自
作
証
明
者
父
大
宅
八
雄
）   

　
　
　
　

評
　
五
月
雨
や
ら
袋
入
れ
の
槍
、
す
べ
て
に
古
い
家
の
気
分

が
満
ち
て
居
り
ま
す
。
奥
の
老
人
の
一
声
、
古
い
気
分

を
引
締
め
て
更
に
嫋
々
た
る
。
余
韻
を
聴
き
ま
す
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同
号
で
は
﹁
懸
賞
和
歌
　
木
蔭
﹂
の
﹁
秀
逸
﹂
に
も
大
宅
の
作
品

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
緑
蔭
に
地
図
敷
い
て
伏
し
眼
の
上
に
手
拭
乗
せ
て
ま
ど
ろ
み
に
け

り
    26

九
月
四
日
、
時
事
新
報
社
か
ら
名
誉
大
賞
牌
が
届
い
た
。
そ
の
と

き
の
感
慨
を
大
宅
は
﹁
あ
あ
僕
が
一
个
年
間
の
努
力
の
賜
物
、
汗
の

結
晶
、
値
段
は
高
く
あ
る
ま
い
が
そ
れ
に
伴
う
名
誉
、
腕
の
発
達
は

得
難
い
﹂    27
と
綴
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
大
宅
が
﹃
少
年
﹄
の
名
誉

大
賞
牌
を
本
格
的
に
狙
っ
た
の
は
こ
の
約
一
年
間
で
あ
っ
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。

一
一
月
号
（
第
一
五
八
号
）
で
は
﹁
お
伽
千
字
文
佳
作
者
﹂
の
四

四
名
中
最
初
に
﹁
思
う
儘
薯
　
大
宅
壮
一
﹂
の
記
載
が
あ
る
。
大
宅

は
こ
の
作
品
の
全
文
を
九
月
二
〇
日
の
﹃
日
記
﹄
に
綴
っ
て
い
る

    28
。

二-

三　

一
九
一
七
年

こ
の
一
九
一
七
年
は
大
宅
の
投
稿
活
動
が
終
わ
る
年
で
あ
る
。

二
月
号
（
第
一
六
一
号
）
の
﹁
読
者
通
信
﹂
に
は
、
島
根
県
の
読

者
か
ら
の
次
の
よ
う
な
投
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
大
宅
が

挙
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
大
宅
の
名
は
読
者
間
に
知
ら
れ
て
い

た
と
推
察
で
き
る
。

　
我
が
﹃
少
年
﹄
の
投
書
家
の
中
で
最
も
奮
わ
ぬ
は
我
県
だ
。
松
原

白
汀
、
松
岡
紅
夢
、
星
野
い
づ
み
の
諸
兄
起
て
よ
。
何
の
大
宅
壮

一
、
大
田
繁
則
、
佃
重
雄
の
諸
兄
に
恐
る
ゝ
事
あ
ら
ん
や
。
躊
躇

し
給
う
な

    29
。

そ
し
て
臨
時
増
刊
号
（
一
六
三
号
）
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
ふ
た

つ
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
﹁
海
外
の
友
に
与
う
る
書
﹂

は
、﹁
選
外
佳
作
﹂
の
一
七
人
中
五
人
目
に
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。﹁
選
外
佳
作
﹂
は
、﹁
一
等
（
腕
巻
銀
時
計
受
賞
）﹂﹁
二
等
（
万

年
筆
受
賞
）﹂﹁
三
等
（
少
年
書
籍
受
賞
）﹂
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
（
三

等
は
第
一
席
か
ら
第
十
席
ま
で
に
序
列
化
さ
れ
て
い
る
）。

　
御
大
典
も
終
り
、
立
太
子
式
も
了
て
、
和
気
靄
々
た
る
大
正
六
年

を
迎
え
た
。
君
も
嘸
祖
国
が
恋
し
い
だ
ろ
う
。
惜
し
い
袂
を
千
里

に
分
っ
て
か
ら
二
度
目
の
春
︱
︱
あ
の
天
神
森
の
芝
生
に
は
又
土

筆
が
出
て
来
た
よ
。
卒
業
式
を
終
え
て
、
賞
品
を
抱
え
て
喜
び
に

満
ち
た
二
人
が
、
い
そ
〳
〵
と
家
路
に
急
ぐ
途
す
が
ら
、
あ
の
森

で
休
ん
だ
ね
。
そ
し
て
君
が
二
三
日
の
中
に
立
つ
か
も
し
れ
ぬ
と

云
っ
た
時
、
僕
は
急
に
悲
し
く
な
っ
た
、
君
の
眼
に
も
涙
が
浮
ん
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だ
。
丁
度
そ
の
時
、
僕
が
新
し
い
ナ
イ
フ
を
持
っ
て
い
た
の
で
、

森
中
で
一
番
真
直
な
丈
夫
そ
う
な
若
木
の
樫
を
見
立
て
ゝ
互
に
交

代
で
自
分
の
名
を
刻
り
つ
け
た
、
其
の
前
で
二
人
は
未
来
の
成
功

を
誓
っ
て
別
れ
た
ね
。
そ
れ
か
ら
僕
は
家
へ
帰
る
と
、
急
に
君
と

一
緒
に
行
き
た
く
な
っ
て
、
母
に
ね
だ
り
、
君
の
お
父
さ
ん
に
も

願
っ
た
、
し
か
し
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
せ
め
て
上
の
学

校
へ
な
り
と
も
と
親
類
の
叔
父
さ
ん
に
泣
き
つ
い
て
、
今
で
は
毎

日
一
里
の
道
を
町
の
中
学
校
へ
通
っ
て
い
る
。
併
し
遅
く
入
っ
た

の
で
ま
だ
二
年
生
だ
。
君
は
も
う
余
程
英
語
が
上
手
に
な
っ
た
ろ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

う
ね

0

0

。
僕
も
先
日
や
っ
と
第
二
リ
ー
ダ
を
終
え
た
よ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
此
の
頃
僕

は
通
学
の
途
中
い
つ
も
あ
の
森
で
休
ん
で
遠
く
想
を
君
の
上
に
馳

せ
て
い
る
。
君
、
筆
の
序
が
あ
っ
た
な
ら
、
其
方
の
様
子
を
精
し

く
知
ら
し
て
く
れ
給
え
。

　
話
は
大
き
く
変
る
が
、
君
も
知
っ
て
い
る
通
り
、
近
年
我
国
は
学

芸
の
進
歩
著
し
く
、
商
工
業
の
面
目
も
大
い
に
改
っ
て
輸
出
超
過

の
盛
況
で
、
国
威
は
南
洋
の
島
々
に
及
び
、
満
蒙
も
亦
勢
力
範
囲

に
入
っ
た
、
陸
に
、
海
に
、
無
限
の
富
を
秘
め
た
大
宝
庫
の
鍵
は

得
ら
れ
た
。
大
和
民
族
大
発
展
、
大
飛
躍
の
足
場
は
も
う
完
全
に

出
来
上
っ
た
。
我
国
の
将
来
︱
︱
想
い
や
る
だ
に
胸
が
躍
っ
て
や

ま
な
い
。
か
ゝ
る
国
運
に
際
し
、
遠
く
国
を
離
れ
て
い
る
君
は
一

層
そ
の
喜
び
が
深
い
だ
ろ
う
。
併
し
君
、
輸
出
超
過
も
米
国
に
較

べ
た
ら
ま
だ
い
う
に
足
ら
な
い
。
又
欧
州
の
大
戦
乱
が
終
っ
た
な

ら
、
世
界
の
形
勢
は
益
々
複
雑
と
な
り
、
平
和
の
戦
は
激
甚
を
極

め
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
そ
の
舞
台
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
我
等
は
此
国
を
負
う
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

立
つ
の
だ

0

0

0

0

。
多
望
多
憂
と
は
実
に
我
国
の
将
来
と
我
等
の
前
途
と

を
い
う
の
だ
ろ
う
。
此
の
際
此
の
時
、
君
は
我
が
大
和
民
族
の
先

鋒
と
な
っ
て
大
い
に
奮
励
努
力
し
て
く
れ
給
え
。
僕
は
君
が
必
ず

他
国
の
少
年
に
引
け
を
取
ら
な
い
と
信
じ
て
い
る
。
君
よ
、
世
界

の
人
種
が
集
っ
て
い
る
と
い
う
加
州
に
あ
る
君
よ
、
日
本
男
児
の

腕
の
程
を
彼
等
が
脳
裡
深
く
沁
ま
せ
て
、
排
日
の
根
を
絶
つ
の
は

君
の
責
務
だ
。
僕
も
出
来
る
限
り
邦
家
に
貢
献
し
つ
ゝ
、
遥
か
に

君
の
奮
闘
を
祈
り
、
君
が
故
郷
の
空
に
錦
を
飾
ら
れ
る
日
を
ば

待
っ
て
居
る
。
君
あ
の
天
神
森
の
樫
の
木
は
だ
ん
〳
〵
太
っ
て
来

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る
よ

0

0

。（
自
作
証
明
者
父
大
宅
八
雄
）

評
　
言
う
事
が
大
き
い
で
す
ね
、
結
果
の
一
句
、
何
等
の
好

文
字
ぞ
書
き
方
甲
の
上

    30
。

も
う
ひ
と
つ
の
﹁
初
陣
﹂
は
、﹁
三
等
（
少
年
書
籍
受
賞
）﹂
一
〇

人
中
二
人
目
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。﹁
三
等
﹂
は
、﹁
一
等
（
腕
巻
銀

時
計
受
賞
）﹂﹁
二
等
（
万
年
筆
受
賞
）﹂
に
次
ぎ
、
そ
の
あ
と
に
は

﹁
選
外
佳
作
﹂
一
五
名
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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白
馬
銀
鞍
、
緋
縅
の
鎧
の
袖
を
薫
風
に
吹
か
す
初
陣
の
若
武
者
︱

︱
そ
の
よ
う
な
勇
し
さ
、
そ
の
よ
う
な
あ
で
や
か
さ
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
私
が
初
め
て
少
年
文
壇
に
出
陣
し
た
時
の
心
持

は
、
こ
れ
と
変
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
獲
物
も

美
事
で
あ
り
ま
し
た
。
私
の
作
は
活
字
と
な
っ
て
本
誌
上
に
現
れ

ま
し
た
。
多
く
の
友
の
視
線
を
一
身
に
集
め
て
、
手
先
の
顫
え
を

制
え
な
が
ら
、
初
陣
の
獲
物
を
開
い
た
時
の
心
持
は
ど
ん
な
で

あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
丁
度
そ
の
頃
青
島
が
陥
落
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
私
の
一
番

0

0

0

0

親
し
い
叔
父
さ
ん
が

0

0

0

0

0

0

0

0

、
初
陣
の
功
を
胸
の
勲
章
に
表
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
私
の

0

0

家
を
訪
問
し
ま
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

。
私
も
負
け
ぬ
気
で

0

0

0

0

0

0

0

、
す
ぐ
と
彼
の
賞
牌
を

0

0

0

0

0

0

0

0

胸
に
飾
り
ま
し
た

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
し
て
二
人
で
一
日
楽
し
く
遊
び
ま
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

そ
の
後
私
は
毎
月
欠
か
さ
ず
投
書
を
続
け
ま
し
た
。
併
し
そ
の
結

果
は
い
つ
も
没
書
で
あ
り
ま
し
た
。
私
は
無
経
験
の
初
陣
に
当
選

し
た
の
に
、
慣
れ
て
没
書
に
な
る
の
を
不
思
議
に
思
わ
れ
ま
し

た
。
併
し
そ
れ
が
も
っ
と
も
な
事
で
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
日
頃

鍛
え
た
腕
の
程
を
示
す
晴
の
場
所
、
不
覚
を
取
っ
て
は
一
生
の
名

折
れ
︱
︱
斯
う
し
た
意
気
と
緊
張
し
た
心
に
、
武
士
の
初
陣
は
充

ち
満
ち
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
失
敗
を
防
ぎ
、
功
を
立
て
る
の
で
は

あ
り
ま
す
ま
い
か
。
私
の
文
壇
の
初
陣
も
、
こ
れ
程
で
は
な
く
と

も
、
確
か
に
真
面
目
で
あ
り
、
真
剣
で
あ
り
ま
し
た
が
、
慣
れ
る

0

0

0

に
従
っ
て
選
者
の
気
を
覗
っ
た
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
文
の
飾
に
の
み
腐
心
し
た
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

等
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
こ
れ
を
痛
切
に
感
じ
た
私
は
、

再
び
初
陣
の
心
持
に
か
え
っ
て
文
壇
に
乗
り
出
し
、
そ
の
後
は
連

戦
連
勝
、
十
箇
月
足
ら
ず
し
て
名
誉
牌
を
受
く
る
身
と
な
り
ま
し

た
。
私
は
今
後
社
会
へ
出
て
か
ら
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
常
に
初
陣
の
よ
う
な
意
気

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
緊
張
し
た
心
と
を
以
て
努
力
奮
闘
の
生
涯
を
送
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
老
衰
し
易

0

0

0

0

い
日
本
人
の
為
に
大
い
に
気
を
吐
く
つ
も
り
で
あ
り
ま
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　
此
の
度
の
課
題
が
、
私
の
兼
ね
て
の
考
え
に
合
っ
た
こ
と
を
喜
び

ま
す
。
そ
う
し
て
私
は
こ
れ
を
本
誌
文
壇
の
最
後
の
初
陣
（
奇
妙

な
言
葉
で
す
が
）
と
し
て
お
別
れ
い
た
し
ま
す
。（
自
作
証
明
者
父

大
宅
八
雄
）

評
　
吾
が
少
年
文
壇
に
折
々
花
を
咲
か
せ
て
い
た
だ
い
た
大

宅
君
の
最
後
の
初
陣
を
祝
す
る
、
功
名
手
柄
の
勇
ま
し

い
将
来
を
祝
す
る

    31
。

﹃
少
年
﹄
か
ら
初
め
て
少
年
賞
牌
が
届
い
た
時
期
と
青
島
占
領
の

時
期
が
近
い
と
い
う
記
述
か
ら
も
、
大
宅
が
最
初
に
﹃
少
年
﹄
へ
の

投
稿
で
少
年
賞
牌
を
手
に
入
れ
た
の
は
一
九
一
四
年
一
二
月
号
だ
と

特
定
で
き
よ
う
。

三　

大
宅
壮
一
の
投
稿
活
動
の
意
味

以
上
﹃
少
年
﹄
に
お
け
る
大
宅
の
投
稿
活
動
の
全
体
像
を
明
ら
か
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に
し
た
。
ま
ず
時
期
と
し
て
は
、
従
来
の
年
譜
で
は
大
宅
の
投
稿
活

動
の
開
始
が
一
九
一
二
年
と
さ
れ
て
き
た
が
、
大
宅
が
﹁
初
め
て
作

文
を
投
稿
し
て
見
事
な
メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
た
﹂
と
記
憶
し
て
い
る

﹃
少
年
﹄
に
限
る
と
、
一
九
一
四
年
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

次
に
内
容
と
り
わ
け
作
文
の
そ
れ
に
は
、
叙
情
的
な
も
の
・
叙
景
的

な
も
の
・
叙
事
的
な
も
の
の
い
ず
れ
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

投
稿
活
動
で
、
大
宅
が
の
ち
の
評
論
・
文
芸
活
動
（
大
宅
は
﹃
日
本

の
遺
書
﹄﹇
ジ
ー
プ
社
、
一
九
五
〇
年
﹈
な
ど
の
小
説
も
書
い
て
い

る
    32
）
に
結
び
つ
く
文
章
力
を
培
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

そ
の
文
章
力
に
つ
い
て
ひ
と
つ
の
具
体
的
な
数
値
で
確
認
し
て
み

た
い
。
表
は
、
茨
木
高
校
資
料
室
に
残
さ
れ
て
い
る
過
去
の
在
籍
者

の
成
績
デ
ー
タ
か
ら
大
宅
の
も
の
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
（
四
年

次
に
退
学
し
た
た
め
三
年
ま
で
の
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。﹁
進
止
﹂

と
は
、
進
級
・
止
級
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
順
位
は
進
止
を
あ
わ
せ

た
人
数
の
な
か
で
の
も
の
で
あ
る
）。
こ
れ
を
見
る
と
三
年
間
と
も

上
位
層
に
位
置
し
て
い
る
が
、
国
語
（
と
く
に
作
文
）
と
英
語
が
い

ず
れ
も
九
〇
点
台
後
半
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
作
文
の
高
得
点
は

投
稿
活
動
と
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
よ
う
。

評
論
・
文
芸
活
動
以
外
に
大
宅
が
従
事
し
た
翻
訳
活
動
に
は
、
英

語
と
作
文
の
好
成
績
が
結
び
つ
い
て
い
よ
う
。
た
と
え
ば
大
宅
は
新

潮
社
の
﹃
世
界
文
学
全
集
﹄
の
第
一
六
巻
﹁
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
　

表　茨木中学校時代の大宅壮一の成績

1915年度
第一年級

修身 100

国語
国語 98
作文 96
習字 96

平均 97
英語 95
歴史 91
地理 92
算術 95
博物 87
図画 93
唱歌 72
体操 88
総平均 91

進止 進
席次 92名中5位
体格 強
褒賞 勤

欠課 全日 0
部分 1

入学前の
学歴

出身校名 富田
修了年級 高二

1916年度
第二年級

修身 95

国語及
漢文

国語 96
漢文 90
作文 96
習字 91

平均 93
英語 96
歴史 96
地理 83
代数 84
博物 93
図画 71
唱歌 80
体操 95
総平均 89

進止 進
席次 86名中8位
体格 中
褒賞

欠課 全日 9
部分 6

1917年度
第三年級

修身 93

国語及
漢文

国語 95
漢文 93
作文 98
習字 92

平均 95

英語 訳読 98
書会作文 96

平均 97
歴史 80
地理 86

数学 代数 78
幾何 80

平均 79
博物 83
図画 69
唱歌 80
体操 88
総平均 85

進止 進
席次 67名中13位
体格 中
褒賞

欠課 全日 38
部分 4
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第
二
巻
﹂（
一
九
二
八
年
）、
第
三
三
巻
﹁
英
吉
利
及
愛
蘭
戯
曲
集
﹂

（
同
）
の
な
か
の
三
作
品
の
翻
訳
の
ほ
か
、
第
三
〇
巻
﹁
椿
姫
・
サ
フ

オ
・
死
の
勝
利
﹂（
同
）
に
お
い
て
も
生
田
長
江
の
﹁
死
の
勝
利
﹂
の

改
訳
に
協
力
し
て
い
る
。
生
田
は
﹁
大
宅
壮
一
氏
の
一
方
な
ら
ぬ
御

助
力
を
ま
で
煩
わ
し
て
﹂﹁
平
明
極
ま
る
﹃
大
衆
的
﹄
文
体
を
試
み
ま

し
た
﹂    33
と
述
べ
て
い
る
。

﹃
日
記
﹄
は
義
務
と
し
て
大
宅
な
り
に
題
材
を
取
捨
選
択
し
熱
心
に

書
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
投
稿
作
品
は
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を

目
的
に
自
発
的
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
評
論
を
商
品
と
と
ら
え
る

の
ち
の
大
宅
の
発
想
に
近
い
の
は
後
者
で
あ
ろ
う
が
、
両
方
か
ら
中

学
生
時
代
の
大
宅
の
文
筆
活
動
を
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

中
学
生
時
代
の
大
宅
を
め
ぐ
る
今
後
の
課
題
と
し
て
は
次
の
三
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
年
譜
の
検
証
と
い
う
意
味
も
含
め
て
、

投
稿
活
動
の
全
容
を
さ
ら
に
解
明
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
第
二

に
、（
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
）
父
や
兄
が
放
蕩
し
大
宅
自
身
が

家
業
に
従
事
し
な
が
ら
通
学
し
て
い
た
家
庭
環
境
に
、
検
討
を
加
え

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
こ
の
ふ
た
つ
の
い
わ
ば
ミ
ク
ロ
と
、

当
時
の
社
会
状
況
と
い
う
マ
ク
ロ
と
の
関
係
か
ら
、
大
宅
の
﹁
人
間

形
成
﹂
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、﹁
マ
ス
コ
ミ
の
王
様
﹂

の
実
像
と
そ
の
彼
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
戦
後
社
会
を
知
る
こ
と
に
つ

な
が
ろ
う
。

【
注
】

１
　
大
阪
府
立
茨
木
高
等
学
校
校
史
編
纂
委
員
会
編
﹃
茨
木
高
校
百
年
史
﹄
創
立

百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九
九
五
年
、
八
六
六
頁
。
以
下
の
講
演
会

に
か
ん
す
る
記
述
は
、
八
五
六
、
八
五
七
、
八
六
五
頁
も
参
照
。
な
お
大
宅
は

一
九
六
〇
年
一
〇
月
二
三
日
に
も
講
演
を
し
て
い
る
（
同
書
、
八
六
五
頁
）。

２
　
大
宅
壮
一
﹃
炎
は
流
れ
る
︱
︱
明
治
と
昭
和
の
谷
間
﹄
第
一
巻
、
文
藝
春
秋

新
社
、
一
九
六
四
年
、
三
頁
。

３
　
前
掲
﹃
茨
木
高
校
百
年
史
﹄、
三
一
三
頁
。

４
　
大
宅
壮
一
全
集
編
集
実
務
委
員
会
編
﹃
大
宅
壮
一
読
本
﹄
蒼
洋
社
、
一
九
八

二
年
、
二
一
四
頁
。
大
隈
秀
夫
﹃
裸
の
大
宅
壮
一
︱
︱
マ
ス
コ
ミ
帝
王
﹄
三
省

堂
、
一
九
九
六
年
、
五
九
〇
頁
。

５
　
大
宅
壮
一
﹁
わ
が
珍
商
売
往
来
︱
︱
文
化
と
商
業
主
義
の
間
︱
︱
﹂﹃
大
宅

壮
一
選
集
一
二
﹄
筑
摩
書
房
、
一
九
六
〇
年
、
一
五
六
頁
（
初
出
は
一
九
五
四

年
）。

６
　﹃
日
記
﹄
上
巻
、
一
四
頁
。

７
　﹃
日
記
﹄
下
巻
、
一
七
頁
。

８
　﹃
日
記
﹄
下
巻
、
二
三
頁
。

９
　﹁
初
陣
﹂
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。﹃
少
年
﹄
一
九
一
七
年
二
月

号
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
初
陣
﹂
の
告
知
で
示
さ
れ
た
投
稿
締
切
は
二
月
五
日
で

あ
っ
た
が
、
三
月
号
の
﹁
編
集
余
話
﹂
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

﹁
諸
君
が
日
頃
か
ら
渇
望
さ
れ
て
居
た
だ
け
、
諸
君
の
歓
迎
は
非
常
な
も
の

で
、﹃
初
陣
﹄
の
原
稿
で
昨
今
記
者
の
机
上
は
毎
日
山
を
な
し
て
居
り
ま
す
。／

今
日
ま
で
集
っ
た
の
で
既
に
数
千
通
に
達
し
て
居
り
ま
す
か
ら
締
切
の
五
日
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ま
で
に
は
一
万
以
上
に
も
達
す
る
事
と
思
い
ま
す
﹂（
村
羊
生
﹁﹃
初
陣
﹄
の
盛

観
﹂
同
号
、
一
一
四
頁
）。
ま
た
四
月
号
の
﹁
編
集
余
話
﹂
に
よ
る
と
、﹁
初
陣
﹂

は
通
常
号
と
同
じ
部
数
を
発
行
し
予
定
通
り
三
月
一
日
に
発
売
し
た
が
、
地

方
か
ら
の
注
文
が
続
出
し
、
即
日
再
版
に
着
手
し
た
と
い
う
。
初
版
は
即
日
本

社
売
切
と
な
り
、
再
版
は
四
日
に
出
来
し
た
も
の
の
そ
の
日
の
う
ち
に
売
り

切
れ
た
と
い
う
（
安
部
季
雄
﹁﹃
初
陣
﹄
の
重
版
﹂
同
号
、
一
一
二
頁
）。

10
　﹃
日
記
﹄
下
巻
、
三
八
頁
。

11
　﹃
少
年
﹄
一
九
一
四
年
一
二
月
号
（
第
一
三
五
号
）、
一
〇
六
頁
。

12
　﹃
少
年
﹄
一
九
一
四
年
一
〇
月
号
（
第
一
三
三
号
）、
一
九
五
頁
。

13
　﹃
少
年
﹄
一
九
一
五
年
八
月
号
（
第
一
四
三
号
）、
一
一
七
頁
。

14
　﹃
少
年
﹄
一
九
一
五
年
一
二
月
号
（
第
一
四
七
号
）、
一
二
九
頁
。

15
　
以
上
、﹃
少
年
﹄
一
九
一
六
年
一
月
号
（
第
一
四
八
号
）、
一
二
五
、
一
二
六
、

一
二
七
、
一
三
四
頁
。

16
　﹃
少
年
﹄
一
九
一
六
年
二
月
号
（
第
一
四
九
号
）、
一
一
八
、
一
一
九
頁
。

17
　﹃
少
年
﹄
一
九
一
六
年
三
月
号
（
第
一
五
〇
号
）、
一
二
九
頁
。

18
　﹃
少
年
﹄
一
九
一
六
年
四
月
号
（
第
一
五
一
号
）、
一
二
七
頁
。

19
　﹃
少
年
﹄
一
九
一
六
年
六
月
号
（
第
一
五
三
号
）、
一
二
一
頁
。

20
　
読
売
新
聞
大
阪
本
社
社
会
部
﹃
実
記
・
百
年
の
大
阪
﹄
朋
興
社
、
一
九
八
七

年
、
六
四
二
頁
。
同
水
泳
場
に
か
ん
し
て
は
、
前
掲
﹃
茨
木
高
校
百
年
史
﹄、
三

四
一
︲
三
四
七
頁
も
参
照
。

21
　
以
上
、﹃
少
年
﹄
一
九
一
六
年
七
月
号
（
第
一
五
四
号
）、
一
二
六
、
一
二
八

頁
。

22
　﹃
日
記
﹄
上
巻
、
二
九
〇
頁
。

23
　﹃
少
年
﹄
一
九
一
六
年
八
月
号
（
第
一
五
五
号
）、
一
一
三
頁
。

24
　﹃
日
記
﹄
上
巻
、
三
一
〇
、
三
一
一
頁
。

25
　﹃
日
記
﹄
上
巻
、
三
一
四
頁
。

26
　
以
上
、﹃
少
年
﹄
一
九
一
六
年
九
月
号
（
第
一
五
六
号
）、
一
一
九
、
一
二
七

頁
。

27
　﹃
日
記
﹄
上
巻
、
三
二
五
頁
。

28
　﹃
少
年
﹄
一
九
一
六
年
一
一
月
号
（
第
一
五
八
号
）、
一
一
四
頁
。﹃
日
記
﹄
上

巻
三
三
四
︲
三
三
六
頁
。

29
　﹃
少
年
﹄
一
九
一
七
年
二
月
号
（
第
一
六
一
号
）、
一
三
一
頁
。

30
　﹃
少
年
﹄
一
九
一
七
年
三
月
五
日
臨
時
増
刊
号
（
第
一
六
三
号
）、
九
一
、
九

二
頁
。

31
　
前
掲
﹃
少
年
﹄
臨
時
増
刊
号
、
一
一
〇
、
一
一
一
頁
。

32
　﹃
日
本
の
遺
書
﹄
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
﹁
大
宅
壮
一
の
﹃
再
登
場
﹄
︱
︱
一

九
五
〇
年
刊
行
の
﹃
日
本
の
遺
書
﹄﹃
人
間
裸
像
﹄
に
着
眼
し
て
︱
︱
﹂﹃
出
版

研
究
﹄
第
四
二
号
、
二
〇
一
二
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

33
　
生
田
長
江
﹁
訳
者
か
ら
﹂﹃
世
界
文
学
全
集
﹄
第
三
〇
巻
、
新
潮
社
、
一
九

二
八
年
、
一
五
頁
。

　
付
記
：
大
阪
府
立
茨
木
高
等
学
校
で
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
校
長
の
岡
﨑
守

夫
氏
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
同
校
久
敬
会
に
は
写
真
の
使
用
の
ご
許
諾

を
い
た
だ
い
た
。
大
宅
壮
一
の
成
績
の
公
表
に
つ
い
て
は
大
宅
映
子
氏
に
ご

許
諾
を
い
た
だ
い
た
。﹁
死
の
勝
利
﹂
の
改
訳
に
つ
い
て
は
半
藤
一
利
氏
に
ご

教
示
を
い
た
だ
い
た
。﹃
少
年
﹄
の
調
査
で
は
主
に
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
国
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際
児
童
文
学
館
を
利
用
し
た
ほ
か
、
国
立
国
会
図
書
館
・
公
益
財
団
法
人
大

宅
壮
一
文
庫
で
も
閲
覧
を
お
こ
な
っ
た
。
同
文
庫
の
鴨
志
田
浩
氏
・
田
中
繁

行
氏
に
は
、
大
宅
壮
一
の
少
年
雑
誌
へ
の
投
稿
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
っ

た
。
記
し
て
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
資
料
の
引
用
に
お
い
て
は
適

宜
、
表
記
を
改
め
て
い
る
。
本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（
基
盤
研
究
C
）
な
ら
び
に
同
年
度
宮
崎
市
学
術
研
究
振
興
助
成
金
に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

�

（
宮
崎
公
立
大
学
准
教
授
）

投　

稿　

規　

程

一
、
投
稿
に
資
格
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

二
、
テ
ー
マ
は
大
衆
文
化
に
関
す
る
も
の
。 

三
、
枚
数
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
で
、 

二
〇
枚
程
度
。 

四
、
採
否
は
編
集
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。 

五
、
投
稿
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、 

立
教
大
学
江
戸
川

乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
宛
て
に
お
送
り
下
さ
い
。

な
お
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。




